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　勝山市シルバー人材センター
　　勝山市本町 1 丁目 9-40　 ☎88-1881　 

高齢者活躍人材確保育成事業 ( 福井県シルバー人材センター連合）

健康維持
家にいても退屈だし

働いて元気！

仲間や友達
仲間とのおしゃべり

が楽しいです！

収入や生きがい
孫にお小遣いを

あげるのが楽しみです！

　シルバーで生涯現役！新規会員募集中！
　　　特に草刈り・草取り・子供の見守り等の

　　　　　　　　　　　　仕事のできる方を募集しています。

～ 60歳以上で健康な方ならどなたでも入会できます～

★★入会説明会を下記の実施日に　午後 1時 30分から行っています★★

直近の実施日 ： 6/23 （木）　7/22( 金）　8/26 （金）
興味のある方は、
　センター事務所へ
　　　　お越しください。

発行/福井県勝山市　編集/総務課
〒911−8501 勝山市元町1丁目1−1　TEL0779−88−1114　FAX0779−88−0222

〈URL〉https://www.city.katsuyama.fukui.jp/　〈Eメール〉kouhou@city.katsuyama.lg.jp

広告のお申し込みは総務課まで広告

建設会社で地域の
  未来を造る。

未経験でも歓迎！！

住所：勝山市元町１丁目9-21-3　TEL：０７７９－８７－２６１３

営業時間：１０:００～１９:００  　定休日：第1,3月曜日,第2,4,5日曜日

ボンタマキ

眉スタイリング

220 円

５００円

ワンコイン

スチームエステ
体験してみませんか？

平日 10 時～ 16 時ご予約お願いします。
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勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。

特集　道の駅へようこそ� 03

新型コロナワクチン接種� 08

子育て世帯生活支援特別給付金� 10

コラム� 11

HOT話題� 12

地域おこし協力隊� 14

市からのお知らせ� 15

市民の広場� 19

人口の動き　5月末現在（前月比）

総人口� 21,967人（－26）
世帯数� 7,885世帯
男性� 10,513人（－22）
女性� 11,454人（－  4）
出生� 4人
死亡� 27人
転入� 33人
転出� 36人

５月の交通事故　（前年比）

事故� 14件（－8）
死者� 0人（±0）
負傷者� 7人（＋2）

６月の納税

（市・県民税（1期））
納期限� 6月30日㈭
口座振替� 6月27日㈪

目次

公式ＳＮＳなどで情報発信

『広報かつやま』モデル募集中

『広報かつやま』では表紙や記事に登
場するモデルを募集してい
ます。応募方法や条件は、
こちらをご覧ください。

道の駅へ ようこそ もっと行きたくなる場所へ特
集

　令和4年6月、道の駅「恐竜渓谷かつやま」は、開駅から2周年
を迎えます。今月の特集では、今後ますます目が離せない道の
駅「恐竜渓谷かつやま」の魅力についてご紹介します。

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報
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令
和
２
年
６
月
に
開
駅
し
た
道

の
駅「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」。

　
こ
れ
ま
で
、
勝
山
市
を
訪
れ
る

観
光
客
の
玄
関
口
の
役
割
に
併
せ

て
、
農
産
物
直
売
に
よ
る
生
産
者

の
応
援
や
地
域
資
源
の
魅
力
を
発

信
す
る
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
道
の
駅
「
恐
竜
渓
谷
か

つ
や
ま
」
の
隣
接
地
で
は
、
道
の

駅
エ
リ
ア
を
強
化
す
る
た
め
の
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、
地
域
振
興

の
拠
点
と
し
て
、
地
域
の
方
々
と

と
も
に
魅
力
を
発
信
し
た
り
、
賑

わ
い
を
創
出
し
た
り
す
る
道
の
駅

「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」や
隣
接
地

で
の
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

魅
力
高
ま
る

「
恐
竜
渓
谷
か
つ
や
ま
」

　

勝
山
で
育
て
ら
れ
る
農
産
物
は
、

他
の
地
域
の
方
に
も
自
慢
で
き
る
素

晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
生
産
者
さ
ん
が
丹
精

込
め
て
育
て
た
農
産
物
の
魅
力
を
市

内
外
の
多
く
の
方
に
知
っ
て
、
買
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
生
産
者
さ
ん
の

思
い
や
特
徴
、
食
べ
方
な
ど
を
伝
え

る
ポ
ッ
プ
制
作
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

道
の
駅
へ
の
出
荷
を
悩
ん
で
い
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
‼

３３道の駅でラベル貼り道の駅でラベル貼り
道の駅で販売される農産物道の駅で販売される農産物
は、生産者自らが値段を決めは、生産者自らが値段を決め
ています。ています。

ネギ農家　松
まつかわ

川 大
だいすけ

輔さん

１１「 お い し い 」の「 お い し い 」の
　 一 言 を 思 い　 一 言 を 思 い

農産物を栽培農産物を栽培

４４直 売 所 で 販 売直 売 所 で 販 売

道の駅の出荷場では、どの農産道の駅の出荷場では、どの農産
物が売れているのか、どのよう物が売れているのか、どのよう
に魅力をPRしているかなどのに魅力をPRしているかなどの
情報提供を行っています。情報提供を行っています。

\\情報収集情報収集 //

農遊コンシェルジュ農遊コンシェルジュ＊＊

（道の駅職員）（道の駅職員）
齋齋
さいとうさいとう

藤藤　　美美
み な こみ な こ

奈子奈子さんさん

＊県が認定する、福井の農村情報を魅力的に伝えられるプロフェッショナル＊県が認定する、福井の農村情報を魅力的に伝えられるプロフェッショナル

道
の
駅

道
の
駅

隣
接
地

隣
接
地

駅長や農遊コンシェルジュ駅長や農遊コンシェルジュ
が売り方や適正価格などをが売り方や適正価格などを
アドバイスすることもアドバイスすることも

道の駅の駅長や農遊コンシェル道の駅の駅長や農遊コンシェル
ジュが販売方法や契約など様々ジュが販売方法や契約など様々
な相談にのります。な相談にのります。
契約が結べたら販売開始！契約が結べたら販売開始！

２２道の駅で道の駅で
販売相談・契約販売相談・契約

◉旬の野菜を使った◉旬の野菜を使った
　スムージー　スムージー
☆�使用する野菜は直売所☆�使用する野菜は直売所

で販売されていますで販売されています

ほうれん草
スムージー

恐竜

ひょうたん

おすすめ商品おすすめ商品

◉各地区まちづくりで◉各地区まちづくりで
　取り組む　取り組む
　のむきのエゴマ　のむきのエゴマ
　恐竜ひょうたん　　恐竜ひょうたん　などなど

◉ショップ
　午前9時～午後5時
◉カフェレストラン
　午前10時～午後4時
◉定休日　第2・第3火曜日
※�営業時間は
　時期によって変動あり
問 道の駅「恐竜渓谷かつやま」
　☎89－2234

営業時間営業時間

　

周年

２２

　道の駅への出荷は、自分の名前　道の駅への出荷は、自分の名前
で販売できるチャンスだと思い、で販売できるチャンスだと思い、
オープン当初から出荷しています。オープン当初から出荷しています。
　道の駅以外のところでも、名前　道の駅以外のところでも、名前
をみて購入してくださる方が増をみて購入してくださる方が増
え、とても嬉しく思っています。え、とても嬉しく思っています。
　農遊コンシェルジュや駅長さん　農遊コンシェルジュや駅長さん
の優しいサポートもあり、楽しくの優しいサポートもあり、楽しく
続けることができています。続けることができています。

interview　　　　　　　生産者interview　　　　　　　生産者

販売状況は、１日４回の販売状況は、１日４回の
通知で把握通知で把握

届きそうで届かなかった

５月の５月の月間来客数月間来客数

　普段は捨てら　普段は捨てら
れる農産物もおれる農産物もお
いしい食べ方をいしい食べ方を
付けて販売付けて販売 摘果メロン摘果メロン

食品ロス対策！食品ロス対策！

過去最高　過去最高　55万人突破万人突破
☆目指すは年間40万人☆目指すは年間40万人
☆今年度中にオープン累計100万人☆今年度中にオープン累計100万人 生産者と生産者と

地域の魅力を地域の魅力を
発信発信

農産物直売所
旬の農産物が並びます旬の農産物が並びます

道の駅
店内

丹精込めて育てられた農産物。丹精込めて育てられた農産物。
その魅力は、道の駅からその魅力は、道の駅から
多くの方に伝わっています。多くの方に伝わっています。
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道
の
駅
２
周
年

感
謝
月
間

　

道
の
駅
で
は
、
開
業
２
周
年
を
記

念
し
、
６
月
～
７
月
2
週
目
ま
で
の

毎
週
末
に
色
々
な
催
し
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

※�

追
加
に
な
る
イ

ベ
ン
ト
も
あ
り

ま
す

◉
恐
竜
王
国
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル

時
7
月
10
日
㈰
ま
で
の
㈯
・
㈰

�

午
前
10
時
～
午
後
5
時

◉
福
梅　
福
井
青
梅
即
売
会

時
6
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

�

午
前
10
時
～
午
後
4
時

◉
親
水
空
間　
鮎
の
ふ
れ
あ
い
放
流

時
6
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰

�

午
前
9
時
30
分
～
午
後
5
時

◉
西
ヶ
原
に
ん
に
く
の
即
売
会

時
7
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

�

午
前
9
時
～
午
後
4
時

※
な
く
な
り
次
第
終
了

◉
ド
ロ
ー
ン
操
縦
体
験

時
7
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰

�

午
前
9
時
～
午
後
5
時

九頭竜川の恵を守り・伝える

勝山市漁業協同組合

　

昨
年
12
月
に
道
の
駅
の
隣
接
地
で
い

ち
ご
ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
し
た
「
べ
り

果
」。
敷
地
内
に
は
、
い
ち
ご
ハ
ウ
ス
が

3
棟
並
び
、
一
棟
で
約
5
0
0
0
株
の
い

ち
ご
が
育
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
採
れ
た
い

ち
ご
は
、
ハ
ウ
ス
前
の

直
売
所
や
市
内
の

ス
ー
パ
ー
で
販
売
さ

れ
た
り
、
飲
食
店
な

ど
で
使
わ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
「
冬
の
気
温
が
低
い
勝
山
で
は
、
い
ち

ご
の
甘
み
を
蓄
え
る
時
間
が
長
く
な
り
、

甘
く
て
お
い
し
い
い
ち
ご
が
収
穫
で
き

ま
し
た
」
と
初
め
て
の
収
穫
を
振
り
返
る

高
橋
さ
ん
。

　
甘
み
と
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
よ
く
、
自

身
も
大
好
き
な
品
種
「
か
お
り
野
」
を
選

び
栽
培
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
直
売
所
に
は
市
内
外
か
ら
多
く
の
方

が
来
て
く
だ
さ
り
、
リ
ピ
ー
タ
ー
に
な
っ

て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
」
と
高
橋

さ
ん
の
笑
顔
か
ら
は
、
多
く
の
方
々
に
い

ち
ご
の
味
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
へ

の
喜
び
と
感
謝
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
夏
で
も
い
ち
ご
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
め
た

自
家
製
い
ち
ご
を
使
っ
た
「
ソ
フ
ト
ク

リ
ー
ム
」
も
人
気
で
、
道
の
駅
を
訪
れ
る

多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
に
つ
い
て
は

「
栽
培
技
術
を
磨
き
、
も
っ
と
美
味
し

く
、
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
」
と
優
し
く
微
笑
み

な
が
ら
意
気
込
み
を
述
べ
て
い
ま
し

た
。

　

い
ち
ご
を
食
べ
て
笑
み
が
こ
ぼ
れ

る
。
そ
ん
な
方
々

で
今
後
ま
す
ま
す

賑
わ
い
そ
う
で
す
。

直売所に並ぶいちご。
店の中からあま～い香りが漂
よってきます。

道の駅とともに賑わいを創る道の駅とともに賑わいを創る

あま～い香り漂うあま～い香り漂う
べり果べり果

お店情報は
こちら

　道の駅の南側には、勝山市漁業協同組合の事務所があります。
　勝山市漁業協同組合は、事務所を拠点に九頭竜川の環境保全と鮎
をはじめとする川魚の漁業振興に取り組んでいます。

「九頭竜川勝山あゆ」を全国に
　九頭竜川で育つ鮎は、全国でも有数の鮎
として知られ、勝山市漁業協同組合は、　　
平成30年に「九頭竜川勝山あゆ」として商標
登録を行い、全国に魅力を発信しています。

テント市やキッチンカーで賑わう

屋外交流施設
暑い夏に涼しさをもたらす

親水空間
　道の駅西側の屋外交流施設は、
イベント開催やキッチンカー出店
などで賑わう広場です。
　イベント情報はお見逃しなく！ イベント情報や出

店申込書はこちら

　道の駅南側の親水空間は、噴水広場や小川
など水で遊ぶことができます。暑さが厳しく
なるこれからは、遊んだり、眺めたりするこ
とで涼しさを感じられます。

イベントの
詳細はこちら

鮎の友釣り鮎の友釣り
66⺼⺼2525日㈯日㈯

解禁‼解禁‼

いちごカラーの直売所株式会社エアル
代表取締役社長　高

たかはし
橋 小

こ は る
春さん

\ お散歩がてらに\お散歩がてらに
　　　遊びに来てください /　　　遊びに来てください /

問 勝山市漁業協同組合　☎64－4206

問 べり果　☎64－5152

道の駅
隣接地

道の駅
西側

道の駅
南側

道の駅
南側

賑
わ
い
創
出
に
向
け
て

す
す
む
隣
接
地
の
整
備

　

道
の
駅
の
隣
接
地
で
は
、
滞
在
型

観
光
の
推
進
や
道
の
駅
の
機
能
を
補

完
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
宿
泊
や
飲

食
な
ど
の
新
た
な
民
間
施
設
の
誘
致

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
敷
地
の
造
成
工
事
は
概
ね

完
了
し
、
企
業
の
誘
致
に
向
け
た
上

下
水
道
の
整
備
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

今
後
、
隣
接
地
へ
の
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
っ
て
、
道
の
駅
「
恐
竜
渓

谷
か
つ
や
ま
」
エ
リ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、

勝
山
市
全
体
が
賑
わ
う
こ
と
に
期
待

が
高
ま
り
ま
す
。
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新型コロナワクチン接種
に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543
福井県感染拡大注意報

6月12日まで

　ワクチン接種の予約は、電話およびL
ラ イ ン
INEで受けつけています。接種券をなくされた方は、再発行ができ

ます。現時点で、新型コロナワクチン接種の実施期間は、令和4年9月30日までです。接種を希望する方は、
お早めに予約ください

電話で予約 L
ラ イ ン

INEで予約

☎ 0779-64-5543（7回線）
受付時間▶㈪～㈮　午前9時～午後5時
　　　　　　㈯　　午前9時～正午
※日曜、祝日は電話受付は行いません
※1、2回目の予約は電話のみ受け付けます

勝山市公式L
ラ イ ン
INEアカウントを友だちに追加

QRコードを読み込むかIDで検索してください

　　　　　　　　　　受付時間▶
　　　　　　　　　　24時間予約が可能です。

　　　　　　　　　　ID▶＠katsuyamacity

ワクチンの4回目接種について
　新型コロナワクチンの3回目接種から5か月を経過した、下記の接種を希望する対象者に追加接種（4回目
接種）を行います。4回目接種は、重症化予防を目的に行います。
◉対象者
3回目接種から5か月経過した方で①または②に該当する方
①60歳以上の方　②18歳以上で基礎疾患のある方（その他重症化リスクが高いと医師が認める方）

◉使用するワクチン
4回目接種については、1～ 3回目に接種したワクチンの種類に関わらず、ファイザー社製または武田／
モデルナ社製のワクチンを使用します。

◉接種券の発送
①60歳以上の方　3回目の接種完了順に、6月下旬から順次接種券を発送します。
②18歳以上60歳未満で基礎疾患のある方（その他重症化リスクが高いと医師が認める方）
接種券の発行申請が必要です。「接種券発行申請書」を健康体育課まで提出ください。確認後、接種券
を発送します
1回目・2回目接種の際に、基礎疾患を理由に優先予約をされた方で、予診票に基礎疾患に該当すると
思われる病名の記載があった方については、②に該当する可能性が高い方として、接種券を発送します。
（事前の申請は不要です）接種券が届かない場合は、勝山市コールセンターまでご連絡ください。
申請は、本人の自己申告によるものであり、接種当日の医師の予診において、基礎疾患に該当しない
と判断された場合は、接種対象となりません。4回目接種について、事前にかかりつけ医等にご相談く
ださい。なお、接種当日は、診断書などの提出は求めません。

◉予約方法
接種券が届いた方は、電話およびLINEで追加接種（4回目）の予約ができます

◉接種が受けられる時期と場所
7月上旬～　市内医療機関での個別接種
8月13、14日（予定）　勝山市体育館ジオアリーナでの集団接種

新型コロナワクチンの接種状況　（令和4年6月3日現在）

1回目
接種率

88.0%
21,387
18,829

人 87.6%
18,738

2回目
接種率

21,387
人 76.3%

15,465
3回目
接種率

21,387
人

会 話 時 も 　 飲 食 中 も
マ ス ク 着 用 の 継 続 を

・飲食中も「おはなしはマスク」 
バーベキューなどを楽しむときも
会話時はマスクを着用

・毎日の体調管理を徹底
家庭から会社・学校への感染を防ぐため、
家族全員の体調管理を徹底

・早期受診の徹底
体調不良を感じたら、外出を控え
すぐに医療機関で受診

・接種券が届いたらすぐに接種
高齢者や重症化リスクのある方は、
早めの4回目接種を

　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、「福井県感染拡大注意報」を発令して
います。（6月3日現在）県内においては、家庭内での感染が約半分を占めており、10歳未満の児童の
感染割合が増加しています。家族や周囲の人たちを守るため、マスクの着用、定期的な換気、こまめ
な手洗いなど感染対策の継続をお願いします。

武田社製ワクチン（ノババックス）接種について
　福井県では、新たに国より予防接種の使用が認められた武田社製ワクチン（ノババックス）の接種会場を
設置しています。武田社製ワクチン（ノババックス）は、「不活性化ワクチン」の一種で、これまでB型肝炎を
はじめ他のワクチンで幅広く使用されている技術により製造されたワクチンです。

◉対象者
①1回目接種を希望する18歳以上の方
②�2回目接種を希望する方で、1回目に武田社製ワクチン（ノババックス）を接種してから3週間が経過し

た18歳以上の方
③3回目接種を希望する2回目接種から6か月が経過した18歳以上の方
※�1回目と2回目は、原則同一のワクチンを接種しますが、1回目に武田社製ワクチン（ノババックス）以外
のワクチンを接種した方も、医師が医学的知見から1回目と2回目に同一のワクチンの接種を受けるこ
とが困難であると判断した場合には、2回目に武田社製ワクチン（ノババックス）を接種することができ
ます
※�3回目接種については、1、2回目で接種したワクチンの種類に関わらず、武田社製ワクチン（ノババッ
クス）を接種することができます

◉接種場所
福井県新型コロナワクチン接種センター エルパプラス会場

WEB予約や詳細は
こちら
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怪しげなサプリメントに
走る前に

福井勝山総合病院
麻酔科部長　小原　洋昭

～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

平
泉
寺
小
学
校

　
平
泉
寺
地
区
に
は
明
治
初
年
に
以
下
の

3
校
の
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
5

年（
１
８
７
２
）、
平
泉
寺
区
に
龍
池
小
学

校
が
赤
尾（
～
7
年
迄
）・
平
泉
寺
・
岡
横

江
・
片
瀬（
～
7
年
迄
）の
4
区
で
設
立
さ

れ
た
。
翌
年
に
は
岩
ケ
野
区
に
壁
蔵（
～

14
年
迄
）・
岩
ケ
野
・
大
矢
谷
・
小
矢
谷
の

4
区
で
岩
ケ
野
小
学
校
が
、
7
年
に
は
大

渡
（
後
笹
尾
）
区
に
大
渡
・
赤
尾
・
笹
尾
3

区
で
筐は
こ
の野
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

　

岩
ケ
野
小
学
校
は
明
治
25
年
に
廃
校
と

な
り
筐
野
小
学
校
に
合
併
さ
れ
た
。
た
だ

大
矢
谷・小
矢
谷
は
離
れ
て
い
る
た
め
大
矢

谷
に
35
年
ま
で
は
分
教
場
が
設
け
ら
れ
た
。

　
平
泉
寺
村
は
明
治
22
年
に
池
ケ
原
を
含

め
る
と
10
区
で
成
立
し
た
。
そ
の
後
、
大

正
期
も
後
半
に
な
る
と
一
村
一
学
校
の
動

き
が
高
ま
り
、
大
正
9
年（
１
９
２
０
）、

龍
池
と
筐
野
小
学
校
が
合
併
し
平
泉
寺

尋じ
ん
じ
ょ
う常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
し
か
し

村
内
の
児
童
数
は
多
く
４
０
０
人
を
超
え

る
た
め
、
第
一
仮
教
場
と
第
二
仮
教
場
を

設
け
、
複
式
学
級
と
し
て
出
発
し
た
。

　

同
年
の
学
校
新
築
に
関
す
る
書
類
の

「
高
等
科
併
置
認
可
申
請
」（
平
泉
寺
役
場

文
書
）
に
、
高
等
科
設
置
の
必
要
性
を
以

下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
最
近
は
よ

り
高
い
教
育
を
受
け
よ
う
と
す
る
風
潮
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
近
辺
の
高

等
科
は
大
野
坂
谷
あ
る
い
は
勝
山
ま
で
行

か
ね
ば
な
ら
ず
、
と
く
に
冬
季
に
は
通
路

困
難
も
あ
り
欠
席
・
遅
刻
が
多
く
、
下
宿

が
必
要
で
あ
る
。」

　

高
等
科
は
10
月
に
認
可
と
な
っ
た
が
、

名
実
と
も
に
一
村
一
校
と
し
て
新
校
舎
が

落
成
し
た
の
は
大
正
14
年
12
月
で
あ
る
。

写
真
1
の
校
章
（
高
さ
⋯
台
座
も
含
め
57

㎝
、
校
章
の
横
幅
…
41
㎝
）
は
翌
年
そ
れ

を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
写
真
2
は
昭
和
８
年（
１
９
３
３
）当
時

の
旧
校
舎
、
現
在
の
校
舎
は
新
学
制
に

な
っ
て
以
後
、
昭
和
50
年
に
本
館
が
完
成

し
た
。

ふるさとを訪ねて

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 50

　

今
か
ら
20
年
ほ
ど
前
、「
ア
ガ
リ
ク

ス
茸
」
な
る
も
の
が
話
題
と
な
っ
て
い

た
こ
と
を
覚
え
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

か
。「
奇
跡
！
余
命
半
年
の
癌
が
治
っ

た
！
」だ
の「
学
会
で
も
絶
賛
！
」だ
の

さ
ま
ざ
ま
な
う
た
い
文
句
が
メ
デ
ィ
ア

を
賑
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
有

用
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
で
次

第
に
尻
す
ぼ
み
に
な
っ
て
い
っ
た
わ
け

で
す
が
、
い
ま
だ
巷
に
は
数
多
く
の
、

怪
し
げ
な
効
果
を
謳
う
サ
プ
リ
メ
ン
ト

が
溢
れ
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
セ
ボ
効
果
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
す
し
（
痛
み
に
関
し
て
は
プ
ラ
セ
ボ

で
も
最
大
30
％
の
効
果
を
発
揮
す
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
）、
本
人
や
家
族
が

満
足
な
ら
ば
あ
る
程
度
は
許
容
す
べ
き

部
分
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
世
の

中
副
作
用
の
な
い
薬
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
特
に
病
人
の
弱
っ
た
心
に
付
け
込

ん
で
高
額
の
商
品
を
売
り
つ
け
る
と

い
っ
た
商
法
は
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
「
溺
れ
る
者
は
藁
を
も
す
が
る
」の
言

葉
通
り
、
病
気
に
な
れ
ば
人
は
気
弱
に

な
る
も
の
で
す
。
心
の
迷
い
か
ら
そ

う
い
っ
た
も
の
に
手
を
出
し
て
し
ま

う
気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
。
サ
プ
リ

メ
ン
ト
の
類
に
関
し
て
医
学
会
で
の

明
確
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
こ
れ
に
対

し
て
は
こ
う
す
べ
き
、
と
い
っ
た
指
針

の
こ
と
で
す
）
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
お

お
ま
か
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
得
ら
れ
て

い
る
事
（
そ
れ
な
ら
ま
ぁ
納
得
で
き
ま

す
よ
、
と
多
く
の
医
師
が
賛
同
す
る
事

項
で
す
）
と
し
て
、
次
の
こ
と
に
留
意

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

①
長
く
使
い
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

　
時
の
淘
汰
を
経
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
で
す
。
有
害
事
象
が
多
か
っ
た
り
効

果
が
な
か
っ
た
り
す
れ
ば
廃
れ
て
い
く

か
ら
で
す
。

②
安
価
で
あ
る
こ
と

　

大
前
提
と
し
て
良
心
的
で
あ
る
こ

と
。
金
銭
の
み
を
目
的
と
し
た
悪
質
な

商
法
で
あ
る
危
険
性
を
避
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

③
過
大
な
謳
い
文
句
が
な
い
こ
と

　
「
末
期
が
ん
が
消
失
！
」
だ
の
「
奇
跡

の
効
果
！
」
だ
の
は
良
い
判
断
材
料
で

す
。う
ま
す
ぎ
る
話
に
は
要
注
意
で
す
。

　
ま
ず
は
、
西
洋
医
学
的
に
確
立
さ
れ

て
い
る
治
療
法
に
準
ず
る
べ
き
で
す
。

高
額
な
サ
プ
リ
メ

ン
ト
に
手
を
出
す

前
に
、
ご
一
考
い

た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

写真１ 校章(三本杉)

写真2　旧校舎

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
家
計
へ
の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
ひ

と
り
親
の
子
育
て
世
帯
に
給
付
金
を
支

給
し
ま
す
。
下
記
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

で
Ⓐ
・
Ⓑ
に
該
当
し
た
方
は
申
請
が
必

要
で
す
。

給
付
額
▼
児
童
1
人
あ
た
り
５
万
円

給�

付
対
象
▼
令
和
4
年
3
月
末
時
点
で

18
歳
ま
で
の
児
童
ま
た
は
20
歳
未
満

で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
児
童

　

令
和
4
年
4
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

の
支
給
を
受
け
て
い
る
方
に
は
別
途

通
知
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
申
請
書
な
ど
は
、
す
こ
や
か
窓
口

と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

申�

請
期
間
▼
令
和
5
年
２
月
28
日
㈫
ま
で

申
請
場
所
▼
す
こ
や
か

準�

備
物
▼
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）、
受
取
口
座

の
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

写
し
、
申
請
者
と
扶
養
義
務
者
の
収
入

が
確
認
で
き
る
書
類
な
ど

※�

児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
方
は
、
申
請
者
と
児
童
の
戸
籍
謄
本

※�
障
が
い
が
あ
る
方
は
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
証
書
、
障
害
年
金
に
係
る
年
金
証

書
な
ど

問
福
祉
児
童
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
７
７
７

 
ひ
と
り
親
世
帯  

を
支
援
す
る
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金

給付金の対象外

令和4年4月分の児童扶養手当が
支給されていますか？

令和2年中の収入（非課税年金含
む）が次の表の額未満ですか？
（表1）支給制限限度額
扶養人数 申請者 扶養義務者
1人 365万円 420万円

※�2人目以降は、扶養人数が1人
増えるごとに475,000円を加算

給付金の対象
申請不要

給付金の対象
申請必要

申請書と収入額の申立
書を提出してください。
※�扶養義務者がいる場
合、全員の申立書が
必要

給付金の対象
申請必要

申請書と収入額の申立
書を提出してください。
※�扶養義務者がいる場
合、全員の申立書が
必要
※�令和2年2月以降の任
意の月を無収入とし
た場合、収入状況の
詳細について記載し
た申立書が必要

用語解説　扶養義務者▶申請者の同居の父母、祖父母、兄弟姉妹など
　　　　　受給資格者▶�給付金の給付対象（児童）を監護・養育し、離婚や死別などの状態にあるもの

はい

はい

いいえ

いいえ

い
い
え

い
い
え

いいえ

はい

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

はいスタート
令和4年3月末時点で児童扶養手当

の

受給資格者（ひとり親世帯）ですか
？

次のいずれかに該当しますか？
◦�公的年金等受給により令和4年
4月の児童扶養手当が全部停止
となっている
◦�児童扶養手当の申請をしていれ
ば、公的年金等受給により令和
4年4月分の手当が全額または
一部停止になると見込まれる

給付金を申請する時点で児童扶養手当の受給資格者（ひとり親世帯）ですか？

令和２年２月以降の任意の月の
収入（１か月）を12倍した金額が
表1の額未満ですか？

新型コロナウイルスの影響で家
計が急変し、令和2年2月分以降
の収入が減少しましたか？

A

B
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　荒土町ふるさとづくり推進協議会が取り組む
ウドの栽培。収穫初日となったこの日、参加し
た住民らが1本ずつ丁寧に収穫していました。

地域の特産品へ　ウド初どり
■5月2日　荒土町細野口

　勝山市、勝山市社会福祉協議会、勝山ライオン
ズクラブは、災害発生時における福祉・ボランティ
ア活動を支援するための協定を締結しました。

災害時の活動を支援　協定を締結
■5月10日　勝山市役所

　勝山市内のキッチンカーがかつやま恐竜の森
に集合。キッチンカーの前には行列ができ、公
園内は多くの家族連れで賑わいました。

大賑わい 恐竜キッチンカーまつり
■5月3、４、5日　かつやま恐竜の森

　三室小学校で縄文時代をイメージした衣装で競
技を行う「原始運動会」が行われ、児童自ら考案し
た競技やダンスを元気いっぱい楽しみました。

気分は縄文時代　原始運動会
■5月20日　三室小学校

　村岡小学校が取り組む「いちほまれちびっコ
ンシェルジュ」養成講座の一環で、5年生児童が
「いちほまれ」の田植え体験に挑戦しました。

「いちほまれ」の田植えを体験
■5月19日　郡町

　例年実施される勝山九頭竜川環境ネットワーク
による稚鮎の放流事業。この日招待された園児ら
はバケツから九頭竜川に稚鮎を放流しました。

大きくなってね　稚鮎の放流
■5月26日　道の駅恐竜渓谷かつやま周辺

　河川の清掃活動「クリーンアップ九頭竜川
2022」が3年ぶりに開催され、参加者は河川敷
のごみ拾いに汗を流しました。今回は、会場を
勝山橋周辺と恐竜橋周辺に分けて行い、約180
人の参加がありました。この日、回収したごみ
の量は、燃やせるごみは390㎏、燃やせないご
みは350㎏になりました。

　勝山中部中学校が取組む伝統行事「浄土寺川の
清掃活動」。この日は、清掃活動に加えて地域の
団体と連携した河川環境の調査を実施しました。

地域と連携　浄土寺川で環境調査
■5月20日　浄土寺川ほか

3年ぶりに開催クリーンアップ九頭竜川� ■5月15日　勝山橋、恐竜橋周辺

　勝山市雪室ブランド推進会議による雪室活用
事業にあわせ、成器南小学校児童が雪室内を見
学し、雪室の仕組みや活用について学びました。

自然エネルギーで保存　雪室体験
■5月20日　平泉寺町岡横江

　鹿谷小学校5、6年生が入力したプログラミン
グで水田内を動き回る除草ロボットを活用し、
有機米を栽培する実証実験が行われました。

除草ロボットでおいしいお米に
■5月24日　鹿谷小学校

　荒土小学校で、「土っこふるさと運動会」が行わ
れ、児童らが考えた地元の特産品や野菜などを取
り入れた種目でおおいに盛り上がりました。

郷土の魅力　土っこふるさと運動会
■6月1日　荒土小学校
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は
お
早
め
に

�

問
市
民
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

「
あ
な
た
ら
し
い
」を
築
く
、「
あ
た
ら
し
い
」社
会
へ

�

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

　
6
月
は
「
男
女
共
同
参
画
月
間
」
で
す
。

勝
山
市
で
は
、
市
立
図
書
館
で
パ
ネ
ル
展

や
男
女
共
同
参
画
に
関
連
し
た
図
書
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
期
間
に
、『
男
だ
か
ら
』『
女
だ
か

ら
』
と
い
っ
た
性
別
役
割
意
識
に
と
ら
わ

れ
ず
、
個
性
と
多
様
性
を
尊
重
し
、
自
身

の
可
能
性
を
信
じ
て
誰
も
が
生
き
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

市
立
図
書
館
　
パ
ネ
ル
展

と　
き
▼
６
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

と
こ
ろ
▼
市
立
図
書
館　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

内�　

容
▼
啓
発
用
パ
ネ
ル
お
よ
び
ポ
ス

タ
ー
展
示
、
男
女
共
同
参
画
に
関
連
す

る
推
薦
図
書
の
展
示
、「
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」結
果
の
展
示

※�

下
記
に
推
薦
図
書
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す

「
夫
婦
の
ミ
ゾ
が
埋
ま
ら
な
い
」

～�

産
後
に
す
れ
違
う
男
女
を
変
え
る

�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
学
～

　

他
人
の
２
人

が
家
族
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
子

ど
も
が
増
え
た

ら
、
考
え
方
の

違
い
や
行
き
違
い
が
出
て
き
て
当
然
。
夫

婦
が
ど
の
よ
う
に
価
値
観
を
認
め
合
い
、

協
力
し
て「
家
族
」を
作
っ
て
き
た
か
、
著

者
の
実
体
験
を
も
と
に
夫
婦
に
必
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ヒ
ン
ト
を
漫
画
で

紹
介
す
る
。

「
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

0 20 40 60 80 100

女性が優遇されている
どちらかといえば女性が優遇されている
平等
どちらかといえば男性が優遇されている
男性が優遇されている

男性

女性

問　�家庭の中で、男女の地位が平等に
なっていると思いますか。

最
大
2
万
円
分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与

　

６
月
30
日
㈭
か
ら
、「
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
申
し
込
み
」と「
公
金
受
取
口

座
の
登
録
」
を
さ
れ
た
方
へ
7
5
0
0
円

分
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
が
始
ま
り
ま

す
。

　
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
た
め
に

は
、
申
込
み
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
で
簡
単
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
手
続
き
ス
ポ
ッ
ト
で
無
料
で
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◉
市
内
の
手
続
き
ス
ポ
ッ
ト

　

�

市
役
所
市
民
課
窓
口
・
図
書
館
・
ロ
ー

ソ
ン
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ド
コ
モ

シ
ョ
ッ
プ・郵
便
局（
沢・野
向
を
除
く
）

※�

６
月
25
日
㈯
か
ら
30
日
㈭
午
前
中
ま

で
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
サ
イ
ト

が
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
利
用
で
き
ま

せ
ん

マイナンバーカードの新規取得など
により付与されるマイナポイント
は、選択したキャッシュレス決済
サービスでチャージまたはお買い物
をすることでキャッシュレス決済
サービスを通じて付与されます。
（上限5,000円分）

マイナンバーカードの新規取得など
5,000円分

「健康保険証としての利用申込み」と
「公金受取口座の登録」は、マイナポ
イント申込み後、チャージやお買い
物をしなくてもそれぞれ7,500円分
のポイントが付与されます。

健康保険証としての利用申込み
7,500円分

公金受取口座の登録
7,500円分

新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申

請
し
た
方
に
は
、
受
取
時
に
３
０
０

０
円
分
の
Q
U
O
カ
ー
ド
か
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
し
ま
す
。

６月30日
スタート

西
にし

垣
がき

　 翔
しょう

太
た

  さ ん
令和2年4月採用
京都府京都市出身

東京都渋谷区から転入

　

現
在
、
勝
山
市
で
活
動
し
て
い
る
4
人
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
紹
介
し
ま
す
。

　

各
隊
員
の
具
体
的
な
活
動
状
況
に
つ
い
て
は
、

今
後
発
行
す
る
広
報
か
つ
や
ま
の
紙
面
で
定
期
的

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「恐竜×クリエイティブ」 
「繊維×クリエイティブ」プロジェクトの実施
�勝山市民および市外から来る方々が 
交流するためのオープンスペースの検討、 
オープンコミュニティの設立
ワーケーションのプログラム開発

�地元食材を使用した料理の 
販促方法の検討と製作・販売
国内外に食の魅力を発信する 
プロモーション活動
農業者と農業体験希望者の 
マッチングに係る活動

SNSを活用した勝山市の魅力発信、 
地域プロモーション活動

�勝山市民および市外から来る方々が 
交流するためのオープンスペースの検討、 
オープンコミュニティの設立

�勝山高等学校の推進する「高校魅力化プロ
ジェクト」で探究学習の実施をサポート
�勝山市内の事業者等と協働した学習や探求 
を通じて学生とともに地域の魅力向上を 
めざす活動

滝
たき

谷
や

　 恭
きょう

兵
へい

  さ ん
令和3年11月採用
石川県金沢市出身

東京都墨田区から転入

松
まつ

本
もと

　 彩
あや

佳
か

  さ ん
令和2年4月採用
福井県福井市出身

京都府京都市から転入

永
なが

野
の

　 龍
りゅう

典
すけ

  さ ん
令和4年2月採用

神奈川県横須賀市出身
宮城県仙台市から転入

『ITONAMI勝山』
Instagramで情報
発信をスタート

恐竜とデザインをかけあわ
せたワークショップを開催

イベントで地元食材を
使ったお菓子を販売

市内学校で探求学習 
の授業を実施

food

design

promotion

education

地
域
お
こ
し
協
力
隊
、

こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

食
べ
物
に
感
謝
し
て
食
品
ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

�

問
農
林
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
6

6
月
は
食
育
月
間

　

食
育
と
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ

り
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
様
々
な
経
験
を

通
じ
て「
食
」に
関
す
る
知
識
と「
食
」を

選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生

活
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を

育
て
る
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

「
食
育
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
」

　

国
は
、
食
育
を
分
か
り
や
す
く
知
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
絵
文
字
で
表
現
し

た
食
育
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

食
育
の
普
及
啓
発
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◉
食
育
ア
ン
ケ
ー
ト

　

勝
山
市
で
は「
食
」の
現
状
を
把
握

す
る
た
め
、令
和
3
年
度
に
食
育
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
の
「
食
べ
残
し
や

食
品
の
廃
棄
を
減
ら
す
努
力
を
し
て
い

ま
す
か
」
の
問
に
つ
い
て
は
、
市
民
の

84
％
が
努
力
を
し
て
い
る
結
果
で
し
た
。

（
前
回（
平
成
28
年
度
）か
ら
2
％
増
加
）

　

し
か
し
、
第
3
次
勝
山
市
食
育
推
進

計
画
で
定
め
る
目
標
値
90
％
（
令
和
４

年
度
）に
は
ま
だ
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

食
べ
残
し
や
食
品
の
廃
棄
を
減
ら
す

努
力
を
す
る
人
の
増
加
が
「
食
品
ロ
ス
」

の
削
減
に
繋
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
農
作
物
の
栽
培
・
収
穫
な
ど
、

農
業
体
験
に
積
極
的
に
参
加
し
、
食
べ

物
を
大
切
に
す
る
意
識
や
食
べ
物
へ
の

関
心
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◉
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に
は

①�

自
分
が
食
べ
き
れ
る
量
を
見
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　

好
き
な
も
の
を
た
く

さ
ん
食
べ
す
ぎ
る
と
、

他
の
料
理
が
食
べ
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

　

食
べ
き
れ
る
量
を
見
つ
け
て
、
バ
ラ

ン
ス
良
い
食
事
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

②�

で
き
る
だ
け
家
族
そ
ろ
っ
て
食
べ
ま

し
ょ
う
。

　

楽
し
い
食
事
は
、
料

理
を
お
い
し
く
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
食
べ
き

れ
な
い
料
理
は
、
家
族
に
食
べ
て
も
ら

い
ま
し
ょ
う
。

③
食
べ
物
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

元
気
で
暮
ら
せ
る
の

は
、
牛
や
に
わ
と
り
、

野
菜
な
ど
の
命
あ
る
も

の
を
食
べ
て
い
る
か
ら

で
す
。

　

食
事
は
、
調
理
を
し

て
く
れ
た
人
、
農
家
や

海
で
働
く
人
な
ど
多
く

の
人
の
お
か
げ
で
と
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

食
べ
物
に
感
謝
し
て
残
さ
ず
食
べ
ま

し
ょ
う
。

アンケートの
結果はこちら 詳細はこちら

無回答

全くしていない

あまりしていない

時々している

必ずしている

46%
38%

4%

8%

4%

問　�食べ残しや食品の廃棄を減らす
努力をしていますか

「
蚤
の
市
」で
も

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

問
勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所

1
階
）�

☎
88
‐
8
1
0
3

～
あ
な
た
の「
い
ら
な
い
」は

�

誰
か
の「
い
る
」か
も
～

　

勝
山
市
消
費
者
団
体
連
絡
協
議
会

が
毎
月
開
催
す
る
「
蚤
の
市
」で
は
、

家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
以
外

に
も
、家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
な

ど
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

受
け
取
っ
た
食
品
な
ど
は
、「
蚤
の

市
」に
来
ら
れ
た
方
に
お
渡
し
し
た

り
、社
会
福
祉
協
議
会
や
福
井
県
民

生
活
協
同
組
合
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

事
業
を
通
し
て
支
援
が
必
要
な
方
に

届
け
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
物
や

余
っ
て
い
る
食
品
な
ど
が
あ
る
方
は

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

受
け
付
け
で
き
な
い
食
品
も
あ
り

ま
す
。必
ず
事
前
に
消
費
者
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　

蚤の市の開催日
はこちら

　
高
齢
者
ご
本
人
か
ら
の
相
談
や
、
ご
家

族
、
近
所
の
方
、
地
区
の
民
生
委
員
さ
ん

と
様
々
な
方
か
ら
の
ご
相
談
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
高
齢
者
の
権
利
を
守
り
ま
す

�

問
勝
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
9
0
0

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
で
す

　

虐
待
に
は
、
身
体
的
虐
待
、
心
理
的

虐
待
、
性
的
虐
待
、
経
済
的
虐
待
、
介
護・

世
話
の
放
棄
が
あ
り
ま
す
。

身体的虐待 なぐる、ける、つねるなどの暴力や、
不必要に体をしばったりするなど

心理的虐待 威圧的な態度や暴言、無視などに
よって、精神的苦痛を与えること

介護や世話の

放棄、放任

介護や世話が必要な高齢者に、食事
を十分に与えなかったり、長時間放
置する。適切な医療や介護サービス
を受けさせないこと

性的虐待 わいせつな行為をしたりさせること

経済的虐待 合意なしに財産や金銭を使用した
り、処分するなど

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
、
知
的

障
害
、
精
神
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
、
ひ
と

り
で
決
め
る
こ
と
に
不
安
や
心
配
の
あ
る

人
が
、
い
ろ
い
ろ
な
契
約
や
手
続
き
を
す

る
と
き
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。
制
度
の

詳
細
や
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
、
福
井
市
、
勝
山
市
、
鯖
江
市
、
永
平

寺
町
、
池
田
町
、
南
越
前
町
、
越
前
町
の

７
市
町
に
よ
り
、
ふ
く
い
嶺
北
成
年
後
見

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
６
月
３
日
に
は
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ザ
で
開
所
式
が
行
わ
れ
、
今
後
は
、
専
門

職
に
よ
る
相
談
対
応
の
ほ
か
、
成
年
後
見

制
度
の
普
及
啓
発
、
市
民
後
見
人
の
養
成

な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
専
門
職
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
場
合

は
、
ま
ず
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま

で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

・�家の中がゴミや物で散らかっている
・�家族と同居しているが家の中で孤立している
・�家族が介護サービスを利用することをためらう
・家から怒声がする
・�高齢者の身体に不自然なあざや傷がある

相
談
ケ
ー
ス1111 高齢者虐待が疑われるケース

対
応
　

高
齢
者
虐
待
は
早
期
発
見
が

大
切
で
す
。
虐
待
を
受
け
て
い
る
高
齢
者

は
、
S
O
S
を
出
せ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
虐
待
し
て
い
る
人
も
、
悪
い
こ
と
を

し
て
い
る
と
思
っ
て
も
、
自
分
で
は
止
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の
人

が
気
づ
き
、
声
か
け
や
見
守
り
に
よ
っ
て

支
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。「
高
齢
者

虐
待
か
も
？
」と
思
っ
た
ら
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・�介護サービスなどの支払いが
滞っている
・�お金の管理や書類の整理が�
できなくなった
・�家族はいるが、頼ることが�
できない

2222
相
談
ケ
ー
ス

判断能力が低下して、 
成年後見制度の利用が
必要なケース

対
応
　

判
断
能
力
が
低
下
す
る
こ

と
に
よ
り
、
日
々
の
生
活
の
様
々
な
こ

と
に
支
障
が
出
て
き
ま
す
。
支
え
て
く

れ
る
家
族
が
い
な
い
場
合
は
、
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
専
門
相
談
窓
口開所式の様子

写真：福井市提供
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市からのお知らせI n fo r m a t i o n市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

※イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策に努めてください
※感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合があります

省略記号　時–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

（０７７９）

～心によりそい、心でつながる～
〒 勝山市滝波町 丁目

セレモニーホールパシオン

今なら 円の入会金のみで

『パシオンの会』

年会費・積立金・更新費

通常価格から会員価格に

時間 日ご依頼・ご相談・ご質問などお気軽にお問い合せください。

勝山での家族葬なら

最大 万円割引

ご入会でお葬式費用が

円 さらにその他特典有り

【完全貸切型】

お知らせ

後期高齢者医療 
医療費通知 

発行回数の変更

　福井県後期高齢者医療広域連合
からお送りしている医療費通知書
は、令和4年度から年1回の発行に
変更されます。
　医療費通知書は確定申告時の医
療費控除の添付資料として利用で
きるもので、その紛失を防ぐため、
令和5年1月に、令和3年10月から
令和4年10月までの医療費などを
記載し発行します。
　令和4年11月と12月の医療費は
記載されませんので、対象額の申
告については、医療機関などが発
行する領収書をご利用ください。
問 福井県後期高齢者医療広域連合
　☎0776－54－6330

あなたの家の 
火災警報器は大丈夫？

　住宅用火災警報器の寿命は10年
が目安とされています。
　本体に記載されている製造年等
を確認し、寿命が経過したものは
交換しましょう。
問 消防署　☎88－0400

イベント

子どもと大人のための 
名作劇場

　ドラゴン・ファミリーによるオ
リジナル音楽劇です。
時6月26日㈰午後2時～（開場は
午後１時30分～）所市民会館大
ホール内宮沢賢治の「風の又三郎」
「双子の星」費無料
問 �ミュージカル劇団ドラゴン・ファ

ミリー　☎89－1134

募　集

個別プログラム運動教室

　生活習慣病予防やフレイル予防
のために、あなただけの運動プロ
グラムを作成し運動を始めてみま
せんか。
　トレーニング機器を使った運動
方法を、健康運動指導士が直接ア
ドバイスします。ぜひご参加くだ
さい。
時6月27日㈪～令和5年3月18日
㈯の午後1時～ 3時（6月～ 11月は
第2・４月曜日と第3土曜日、12
月～ 3月は第2月曜日と第3土曜日
に開催）所ジオアリーナ　トレー
ニング室対15歳以上の勝山市民
（医師に運動を止められている方
を除く）定1教室につき10人（予約
制）費500円
申・問 �健康体育課（すこやか内）
　　 ☎87－0888

　
今
号
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
し
た
。

隊
員
の
皆
さ
ん
独
自
の
フ
ィ
ル

タ
ー
を
通
す
こ
と
で
生
ま
れ
る
興

味
深
い
活
動
を
今
後
も
追
い
か
け

て
い
き
ま
す
。�

（
M
）

�　

道
の
駅
で
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ

ナ
禍
で
で
き
な
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト

が
徐
々
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

隣
接
地
を
含
め
、
賑
わ
い
を
見
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

今
後
の
展
開
が
と
て
も
楽
し
み

で
す
。�

（
S
）

編
集
後
記

みなさんの
「やってみたい！」を応援‼
◉ �わくわくクラウドファン
ディングイベント応援事業

◉ちょいチャレ応援事業

申・問 未来創造課
　　☎88－8114

詳しくはこちら

国
民
年
金
保
険
料
の
一
般
免
除
申
請
に
つ
い
て

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

◉
納
付
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
を
！

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
各
基
礎
年
金（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）

を
受
け
取
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
や
受

給
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
受
け
取
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
（
退
職

（
失
業
等
）に
よ
り
所
得
が
減
少
し
た
時
な

ど
）
に
は
、
申
請
し
承
認
さ
れ
る
こ
と
に

よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一

部
免
除
・
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
分（
７
月
～
令
和
５
年
６
月
）

の
免
除
申
請
受
付
期
間

と　
き
▼
７
月
１
日
㈮
～

と
こ
ろ
▼
市
民
課（
国
保
年
金
係
）、

	
  

福
井
年
金
事
務
所

必�

要
な
物
▼
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
、
退
職（
失

業
等
）
の
場
合
は
、
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証

　
◉�

免
除
さ
れ
る
と
将
来
の
年
金
は
下
記
図

の
と
お
り
反
映
さ
れ
ま
す

※�

保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
や
学
生
納

付
特
例（
学
特
）を
受
け
た
期
間
は
、
受

給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
は
保
険
料
を
全
額

納
め
た
と
き
に
比
べ
、
減
少
し
ま
す
。

　

�

な
お
、
免
除
と
納
付
猶
予
・
学
特
で
は

受
給
年
金
額
へ
の
反
映
が
異
な
り
ま
す

※�

通
常
、納
付
期
限
は
2
年
以
内
で
す
が
、

免
除
・
猶
予
等
を
受
け
た
期
間
は
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
あ
と
か
ら
納
め
る

「
追
納
制
度
」が
利
用
で
き
、
追
納
す
る

と
受
給
年
金
額
は
減
少
し
ま
せ
ん

医
療
費
の
額
な
ど
を
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）

�

☎
88
‐
8
1
0
2

　
健
康
へ
の
意
識
や
医
療
費
負
担
の
し
く

み
に
関
心
や
理
解
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、「
医
療
費
通
知
」を
年
６
回
送
付
し
て

い
ま
す
。「
医
療
費
通
知
」に
は
、
通
知
該

当
月
に
国
民
健
康
保
険
で
受
診
し
た
病

院
・
薬
局
の
受
診
状
況
な
ど
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
受
診
状
況
を
振
り
返
り
、
今

後
の
健
康
づ
く
り
に
活
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
申

告
の
際
に
添
付
す
る
領
収
書
と
併
せ
て
医

療
費
通
知
も
活
用

で
き
ま
す
。
医
療

費
通
知
は
再
発
行

で
き
ま
せ
ん
の

で
、
大
切
に
保
管

く
だ
さ
い
。

総医療費や一部負担金額など、いくら支払ったかを記
載（ベッド差額代など保険診療外のものは含みません）

病院ごとの日数
（薬局は回数）を
記載

各基礎年金（老齢・障害・遺族）
年金の受給
資格期間

全額納付
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
納付猶予・学特
保険料未納

○
○
○
○
○
○
×

受給年金額への反映
（受け取れる年金額の割合）

満　額

×（年金額に計算されない）
×

8分の 4
8分の 5
8分の 6
8分の 7
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